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教職課程

Ⅰ　教職課程
　教職課程とは教育職員免許状を取得するために「教育職員免許法及び同法施行規則」に定められた単位を修得
する者のために設けられている課程である。
　教職課程に関する授業科目は，卒業に必要な単位と併せて履修しなければならない。
　また，教職課程を履修する者は将来教員の職を志すものでなければならない。ただ単に免許状の取得だけを目
的としてこの課程を履修すべきではない。

１．育成を目指す教師像
　教職課程（中等）において育成を目指すのは，人間の営為に関する広い関心と教養，社会的使命と倫理観をもっ
て生徒と共に成長し続ける人間性豊かな教師である。
１．中等教育の現場で活躍するに十分な専門的知識と教育ならびに教職に関する知見を有している教師 
２．生徒の状況を把握し，適切な授業の構成や教材・教具の工夫ができる指導力を有している教師 
３�．中等教育を担う者としての責任と使命を自覚し，自ら学び続けようとする態度や社会奉仕の精神を有してい
る教師 
４�．学校現場や地域社会の教育課題を把握し，他の教員や地域社会等と協働して問題解決に取り組むことができ
る教師 
５�．生徒や保護者，同僚教員をはじめとする多くの世代の人々と良好な人間関係を築き，社会の一員として適切
な行動ができる教師 

２．教育職員免許状について（2024年度生以降）
⑴　免許状の種類および免許教科

⑵　基礎資格と最低修得単位数
　次表は，教育職員免許状取得のための基礎資格および修得すべき法規上の単位（最低）数を示したもので
ある。

＊�教育の基礎的理解に関する科目等は「教育の基礎的理解に関する科目」，「道徳，総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導，教育相談等に関する科目」，「教育実践に関する科目」の総称

（注）
「介護等の体験」は，「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」
によって義務付けられている。
中学校教諭の普通免許状を取得するには，特別支援学校及び社会福祉施設で計７日間以上の「介護等の体験」を
行い，証明書を発行してもらう必要がある。

所要資格

免許状の種類

基　礎　資　格

大学において取得することを必要とする最低単位数

介護等の体験 免 許 教 科
教科及び教職に関する科目

教育の基礎的理解
に関する科目等＊

教科及び教科の指
導法に関する科目

大学が独自に
設定する科目

高等学校
教　 諭 一種 学士の学位を有すること 23単位 24単位 12単位

国語
外国語（英語）
地理歴史
公民

中 学 校
教　 諭 一種 学士の学位を有すること 27単位 28単位 4単位 要

国語
外国語（英語）
社会

学　　　　科 免　　　　許　　　　状

人
文
科
学
部

表 現 文 化 学 科 高等学校教諭一種免許状
（国語）

中学校教諭一種免許状
（国語）

実 践 英 語 学 科 高等学校教諭一種免許状
（外国語（英語））

中学校教諭一種免許状
（外国語（英語））

総 合 歴 史 学 科

高等学校教諭一種免許状
（地理歴史） 中学校教諭一種免許状

（社会）高等学校教諭一種免許状
（公民）
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３．単位の修得方法について

　本学において，教育職員免許状を取得するためには，卒業要件単位の修得を基礎資格とし，各々所属してい

る学科の授業科目表に定める⑴総合教養教育科目（教養科目）等　⑵教科及び教職に関する科目を次のとおり

修得しなければならない。

⑴　総合教養教育科目等

　（2026年度生以降）

　（2024・2025年度生）

　（2019～2023年度生）

授業科目種別 最　　低　　修　　得　　単　　位　　数

総 合 教 養 教 育 科 目

20単位以上

「日本国憲法」  「人権の現代的課題」  「身体運動と健康の科学又は健康・スポーツと社会」
各２単位，「数理・データサイエンス基礎」「情報リテラシー」「スポーツ」各１単位を

必ず修得すること

外 国 語 教 育 科 目
表現文化学科６単位以上
実践英語学科12単位以上
総合歴史学科８単位以上

授業科目種別 最　　低　　修　　得　　単　　位　　数

総 合 教 養 教 育 科 目

20単位以上

「日本国憲法」  「人権の現代的課題」  「身体運動と健康の科学又は健康・スポーツと社会」
「数理・データサイエンス基礎」各２単位，「スポーツ」各１単位を必ず修得すること

外 国 語 教 育 科 目
表現文化学科６単位以上
実践英語学科10単位以上
総合歴史学科８単位以上

授業科目種別 最　　低　　修　　得　　単　　位　　数

総 合 教 養 教 育 科 目

20単位以上

「日本国憲法」  「人権の現代的課題」  「身体運動と健康の科学又は健康・スポーツと社会」
各２単位，「情報処理演習」  「情報と表現」  「情報と文化」の中から２単位，及び「スポー
ツ」１単位を必ず修得すること

外 国 語 教 育 科 目
表現文化学科６単位以上
実践英語学科12単位以上
総合歴史学科８単位以上
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⑵　高等学校教諭一種免許状及び中学校教諭一種免許状に関する科目

　人文科学部表現文化学科・実践英語学科・総合歴史学科で高等学校教諭一種免許状（国語・外国語（英語）・

地理歴史・公民）及び中学校教諭一種免許状（国語・外国語（英語）・社会）を取得しようとする者は，次

の表（共通表及び学科ごとの表１・２）にしたがって教科及び教職に関する科目を履修すること。

※１「事前・事後指導」が３年次後期（２月）から始まるが，履修登録は４年次に行うものとする。

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目

科目 各科目に含める必要事項
単
位
数

授　業　科　目　名
単
位
数

授業形態 履修
年次

開
講
期

履修上の注意

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

10

教 育 学 概 論 2 講義 1 後期

教職必修

教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

教 職 論 2 講義 1 前期

教育に関する社会的，制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

学 校 制 度 論 2 講義 3 前期

幼児，児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程 教育心理学（教育・学校心理学） 2 講義 2 前期

特別の支援を必要とする幼児，児
童及び生徒に対する理解 特別ニーズ教育総論 2 講義 2 前期

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを
含む。）

教 育 課 程 論 2 講義 2 集中

道
徳
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の

指
導
法
及
び
生
徒
指
導
，
教
育
相
談
等

に
関
す
る
科
目　
　
　
　
　
　
　
　
　

道徳の理論及び指導法

中10
高８

道 徳 の 指 導 法 2 講義 2 後期 中一種免必修
総合的な学習の時間の指導法（中
一種）／総合的な探究の時間の指
導法（高一種）

総合的な学習の時間の指導法 1 講義 3 後期

教職必修

特別活動の指導法 特 別 活 動 の 指 導 法 2 講義 3 前期
教育の方法及び技術 教 育 方 法 論 2 講義 3 前期
情報通信技術を活用した教育の理
論及び方法 ＩＣＴ活用の理論と方法 1 講義 2 集中

生徒指導の理論及び方法
生 徒 ・ 進 路 指 導 論 2 講義 3 前期進路指導及びキャリア教育の理論

及び方法
教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

教 育 相 談 2 講義 2 後期

教
育
実
践
に
関
す

る
科
目　
　
　
　

教 育 実 習 中５
高３

事 前・ 事 後 指 導 ※1 1 講義 3・4 集中

教 育 実 習 Ⅰ 2 実習 4 集中
教 育 実 習 Ⅱ 2 実習 4 集中 中一種免必修

教 職 実 践 演 習 ２ 教職実践演習（中・高） 2 演習 4 後期 教職必修

最 低 修 得 単 位 数 中27
高23

表現文化学科・実践英語学科・総合歴史学科（2022年度生以降）� 教科及び教職に関する科目　　　　　　　
� 共通表（教育の基礎的理解に関する科目等）
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⑵　高等学校教諭一種免許状及び中学校教諭一種免許状に関する科目

　人文科学部表現文化学科・実践英語学科・総合歴史学科で高等学校教諭一種免許状（国語・外国語（英語）・

地理歴史）及び中学校教諭一種免許状（国語・外国語（英語）・社会）を取得しようとする者は，次の表（共

通表及び学科ごとの表１・２）にしたがって教科及び教職に関する科目を履修すること。

※１「事前・事後指導」が３年次後期（２月）から始まるが，履修登録は４年次に行うものとする。

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目

科目 各科目に含める必要事項
単
位
数

授　業　科　目　名
単
位
数

授業形態 履修
年次

開
講
期

履修上の注意

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

10

教 育 学 概 論 2 講義 1 後期

教職必修

教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

教 職 論 2 講義 1 前期

教育に関する社会的，制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

学 校 制 度 論 2 講義 3 前期

幼児，児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程 教育心理学（教育・学校心理学） 2 講義 2 前期

特別の支援を必要とする幼児，児
童及び生徒に対する理解 特別ニーズ教育総論 2 講義 2 前期

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを
含む。）

教 育 課 程 論 2 講義 2 集中

道
徳
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導

法
及
び
生
徒
指
導
，
教
育
相
談
等
に
関
す

る
科
目　
　
　
　
　
　
　

道徳の理論及び指導法

中10
高８

道 徳 の 指 導 法 2 講義 2 後期 中一種免必修
総合的な学習の時間の指導法（中
一種）／総合的な探究の時間の指
導法（高一種）

総合的な学習の時間の指導法 1 講義 3 後期

教職必修

特別活動の指導法 特 別 活 動 の 指 導 法 2 講義 3 前期
教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。） 教 育 方 法 論 2 講義 3 前期

生徒指導の理論及び方法
生 徒 ・ 進 路 指 導 論 2 講義 3 前期進路指導及びキャリア教育の理論

及び方法
教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

教 育 相 談 2 講義 2 後期

教
育
実
践
に
関
す

る
科
目　
　
　
　

教 育 実 習 中５
高３

事 前・ 事 後 指 導 ※1 1 講義 3・4 集中

教 育 実 習 Ⅰ 2 実習 4 集中
教 育 実 習 Ⅱ 2 実習 4 集中 中一種免必修

教 職 実 践 演 習 ２ 教職実践演習（中・高） 2 演習 4 後期 教職必修

最 低 修 得 単 位 数 中27
高23

表現文化学科・実践英語学科・総合歴史学科（2019〜2021年度生）� 教科及び教職に関する科目　　　　　　　
� 共通表（教育の基礎的理解に関する科目等）
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免許
教科 免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目 文部科学省令に定める大学

において修得することを必
要とする教科及び教科の指
導法に関する科目の最低単
位数

国
語
（
高
一
種
免
・
中
一
種
免
）

科目
区分 各科目に含める必要事項 授　業　科　目　名 単位数 授業

形態
履修
年次

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

国語学（音声言語及び
文章表現に関するも
のを含む。）

日 本 語 表 現 入 門 １ ２科目中
１科目 ▲▼

2 講義 1

１以上

中28
高24

日 本 語 表 現 入 門 ２ 2 講義 1
日 本 語 史 2 講義 2
日   本   語   研   究 １ ・ ２ 各2 講義 2
日   本   語   講   義 １ ・ ２ 各2 講義 3
文 章 表 現 ○ 2 講義 1
口 頭 表 現 ○ 2 講義 1

国文学（国文学史を含
む。）

日 本 文 学 入 門 １ ▲▼ 2 講義 1

１以上

日 本 文 学 入 門 ２ ▲▼ 2 講義 1
古 典 文 学 研 究 １ ～ ３ 各2 講義 2
近 現 代 文 学 研 究 １ ～ ３ 各2 講義 2
古 典 文 学 講 義 １ ～ ３ 各2 講義 3
近 現 代 文 学 講 義 １ ～ ３ 各2 講義 3
古 典 文 学 史 ▲▼ 2 講義 2
近 現 代 文 学 史 ▲▼ 2 講義 2

漢文学 漢 詩 文 の 表 現 と 心 ２科目中
１科目 ▲▼

2 講義 1
１以上

漢詩文の表現と思想 2 講義 1
書道（書写を中心とす
る。）

書 道 １ 中免のみ
２科目中
１科目

▼
1 演習 1 中一種免のみ

１以上書 道 ２ 1 演習 1
各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）（2022
年度生〜）／各教科の指導
法（情報機器及び教材の活
用を含む。）（〜2021年度生）

教 科 教 育 法（ 国 語 ）Ⅰ ▲▼ 2 講義 2
中一種免８以上
高一種免４以上

教 科 教 育 法（ 国 語 ）Ⅱ ▲▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 国 語 ）Ⅲ ▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 国 語 ）Ⅳ ▼ 2 講義 3

合　　　　　　　　　　　計 中28
高24

表現文化学科（2019年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　　　　　
� 表１（教科及び教科の指導法に関する科目）

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目
備考

大学が独自に設定する科目

授　　業　　科　　目　　名 単位数 授業形態 履修
年次

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
学 校 図 書 館 メ デ ィ ア の 構 成 2 講義 2
学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 講義 2
情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 講義 2

合　　　　　　　　　　　計 10

○印科目は必修
▲印科目は，高一種免（国語）必修
▼印科目は，中一種免（国語）必修

（注）高一種免を取得する場合は，表１及び表２から36単位以上（表１から（書道を除き）24単位以上を含む）修得すること。
　　　中一種免を取得する場合は，表１及び表２から32単位以上（表１から28単位以上を含む）修得すること。

表現文化学科（2019年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　
� 表２（大学が独自に設定する科目）
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免許
教科 免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目 文部科学省令に定める大学

において修得することを必
要とする教科及び教科の指
導法に関する科目の最低単
位数

英
語
（
高
一
種
免
・
中
一
種
免
）

科目
区分 各科目に含める必要事項 授　業　科　目　名 単位数 授業

形態
履修
年次

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

英語学 英 語 学 研 究 入 門 ▲▼ 2 講義 1
１以上

中28
高24

英 語 学 概 論 １ 2 講義 3
英 語 学 概 論 ２ 2 講義 3

英語文学 英語文化文学研究入門Ⅰ・Ⅱ ○ 各2 講義 1

１以上
英 語 文 化 文 学 研 究 １ 2 講義 3
英 語 文 化 文 学 研 究 ２ 2 講義 3
英 語 文 化 文 学 研 究 ３ 2 講義 3

英語コミュニケーション English Research SkillsⅠ・Ⅱ ○ 各2 演習 1

１以上

E x t e n s i v e  R e a d i n gⅠ・Ⅱ ○ 各2 講義 2
I n t e n s i v e  E n g l i s hⅠ・Ⅱ ○ 各4 演習 1
I n t e n s i v e  E n g l i s hⅢ・Ⅳ ○ 各4 演習 2
English CommunicationⅠ・Ⅱ ○ 各2 演習 3
G l o b a l  S t u d i e s ６ ・ ７ 各2 演習 4

異文化理解 異文化理解と交流１
▲▼

2 講義 3

１以上
異文化理解と交流２　３科目中１科目 2 講義 3
異文化理解と交流３ 2 講義 3
異文化理解と交流４ 2 講義 3
異文化理解と交流５ 2 講義 3

各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）

教 科 教 育 法（ 英 語 ） Ⅰ ▲▼ 2 講義 2
中一種免８以上
高一種免４以上

教 科 教 育 法（ 英 語 ） Ⅱ ▲▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 英 語 ） Ⅲ ▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 英 語 ） Ⅳ ▼ 2 講義 3

合　　　　　　　　　　　計 中28
高24

○印科目は必修
▲印科目は，高一種免（外国語（英語））必修
▼印科目は，中一種免（外国語（英語））必修

（注）高一種免を取得する場合は，表１及び表２から36単位以上（表１から24単位以上を含む）修得すること。
　　　中一種免を取得する場合は，表１及び表２から32単位以上（表１から28単位以上を含む）修得すること。

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目
備考

大学が独自に設定する科目

授　　業　　科　　目　　名 単位数 授業形態 履修
年次

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
学 校 図 書 館 メ デ ィ ア の 構 成 2 講義 2
学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 講義 2
情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 講義 2

合　　　　　　　　　　　計 10

実践英語学科（2019年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　　　　　
� 表２（大学が独自に設定する科目）

実践英語学科（2026年度生）� 教科及び教職に関する科目 　　　　　　　
� 表１（教科及び教科の指導法に関する科目）



資

　格

− 135 −

教職課程

免許
教科 免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目 文部科学省令に定める大学

において修得することを必
要とする教科及び教科の指
導法に関する科目の最低単
位数

英
語
（
高
一
種
免
・
中
一
種
免
）

科目
区分 各科目に含める必要事項 授　業　科　目　名 単位数 授業

形態
履修
年次

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

英語学 英 語 学 研 究 １ 2 講義 2
１以上

中28
高24

英 語 学 研 究 ２ ▲▼ 2 講義 2
英語文学 英語文化文学研究入門Ⅰ・Ⅱ ○ 各2 講義 １

１以上
英 語 文 化 文 学 研 究 １ 2 講義 3
英 語 文 化 文 学 研 究 ２ 2 講義 3
英 語 文 化 文 学 研 究 ３ 2 講義 3

英語コミュニケーション English Research Skil lsⅠ・Ⅱ ○ 各2 演習 1

１以上

E x t e n s i v e  R e a d i n g Ⅰ ○ 2 講義 2
E x t e n s i v e  R e a d i n g Ⅱ ○ 2 講義 2
I n t e n s i v e  E n g l i s hⅠ・Ⅱ ○ 各4 演習 1
I n t e n s i v e  E n g l i s hⅢ・Ⅳ ○ 各4 演習 2
English Communication１・２ ○ 各2 演習 3
English Communication３・４ 各2 演習 4

異文化理解 異 文 化 理 解 と 交 流 １ ▲▼ 2 講義 3
１以上

異 文 化 理 解 と 交 流 ２ 2 講義 3
各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）

教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅰ ▲▼ 2 講義 2
中一種免８以上
高一種免４以上

教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅱ ▲▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅲ ▼ 2 講義 3
教 科 教 育 法（ 英 語 ）Ⅳ ▼ 2 講義 3

合　　　　　　　　　　　計 中28
高24

○印科目は必修
▲印科目は，高一種免（外国語（英語））必修
▼印科目は，中一種免（外国語（英語））必修

（注）高一種免を取得する場合は，表１及び表２から36単位以上（表１から24単位以上を含む）修得すること。
　　　中一種免を取得する場合は，表１及び表２から32単位以上（表１から28単位以上を含む）修得すること。

免許法施行規則に定める科目区分等 本　　学　　開　　設　　科　　目
備考

大学が独自に設定する科目

授　　業　　科　　目　　名 単位数 授業形態 履修
年次

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
学 校 図 書 館 メ デ ィ ア の 構 成 2 講義 2
学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 講義 2
読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 講義 2
情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 講義 2

合　　　　　　　　　　　計 10

実践英語学科（2023～2025年度生）� 教科及び教職に関する科目 　　　　　　　
� 表１（教科及び教科の指導法に関する科目）

実践英語学科（2019年度生以降）� 教科及び教職に関する科目 　　　
� 表２（大学が独自に設定する科目）




